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代表取締役社長 苅田 俊幸

本日の内容

�事業概要

� '18/3期 業績

�中⻑期経営計画ローজングプছンについて



■事業概要

会社概要
࠙'18/3期末ࠚ

会社名

創 業

ஜ 社

売上高

資ஜ

決算期

従業員

事業ϋ容

発行株式総数

上場市場

Ǫǫダアイヨン株式会社

1938年7月Ტ設立Ƹ1960年Უ

15,399百万όᲢ'18ｹ3期・連結Უ

3月31日

402名Ტ連結Უ

8,378,700株

東証ɟ部Ტ6294Უ

大阪府大阪市港区海岸通4ɠ目1番18号

2,221百万ό

建設機械Ʒ製造、販売、修理



主力商品

解体アタッチメント
ί油圧ショベル先端部分ὸ

環境機械
ί木材破砕機ὸ

大割機 ᵲᵱ-WBἁラッシャー

動画䛷䛾ご紹介



事業概要

＜製造∝調達＞

Ⅸ協力工場Ⅹ

南星⇖∑∞⇽

アイ∎ンテッ⇕

Ⅸ製造子会社Ⅹ

＜開発∝販売∝修理＞

Ⅸ国内販路Ⅹ
∝⇝∍⇿∑メ∞⇑∞
∝−ン⇥∑業者
∝エンド∌∞⇜∞

Ⅸ海外販路Ⅹ
∝海外販売店
∝米国子会社

Okada America

暁機工株式会社

国内事業拠点

幌営業所ߏ

盛岡営業所

中部営業所

北陸営業所

四国営業所

広島営業所九州営業所 仙台営業所

アイヨンテッ灈

社・海外事業所ߎ
関西支店

ί全国営業ᵏᵐ拠点、製造ᵏ拠点ὸ

横浜営業所
東京オフィス

東京ߎ店



⇐⇑⇦アメ∐⇑
本社

⇐ハイ⇐支店

テキ⇛⇟支店

海外事業拠点

ベ䝹䜼䞊
䝗䜲䝒

䜸䝷ン䝎

＜欧州拡大図＞

䝻䝑テ䝹䝎䝮

䜰䝮䝇テ䝹䝎䝮

＜北米地図＞

海外販売先比率ί'ᵏᵖᵍᵑ期末ὸ

北米
  ％

欧州
 ％

南米
１％

ア⇞ア
․‧％

⇐セアニア

‣％

南星事業 国ෆ事業 海外事業

17.9％

10.0％

72.1％

国ϋ

南星

海外



部品販売

つかみ機

そ↝他

修理

南星

油圧⇼−∞⇑

売上構成比ί'ᵏᵖᵍᵑ期末ὸ

圧砕機
環境関連機器

※ 2017ᖺ4月～2018ᖺ3月 当社売ୖ構成比

17.8％

40.3％
7.9％

10.7％

5.2％

3.3％

4.8％
10.0％

当社の強Ớ

一気通貫↝対応力

開 発
製 造

修 理
販 売



13%

44% 49%

油圧⇼−∞⇑大割機 小割機

主力製品とその国内シェア

40%

鉄骨⇑ッ⇥∞

日本建設機械工業会発表資料䜢䜒䛸䛻当社作成䠄’17/4～’18/3 累計䠅

日本建設機械工業会発表資料䜢䜒䛸䛻当社作成䠄’17/4～’18/3 累計䠅

全国ᖹ均

首都圏

49%

鉄骨⇑ッ⇥∞

55%

首都圏：東京䞉埼玉䞉千葉䞉神奈ᕝ

44%

大割機

56%

小割機

40%

45%

首都圏 主力商品とその国内シェア



南星機械ἂループの概要

社名 株式会社南星機械䚸株式会社南星䜴䜲ンテ䝑䜽
暁機工株式会社

創業 1948ᖺ

事業ෆ容 林業機械䚸䝇䜽䝷䝑䝥用機械䚸䜿䞊䝤䝹䜽䝺䞊ン䚸
大型䜴䜲ン䝏等䛾設計䚸製作䚸販売

売ୖ高 1,532百万䠄6ヶ月累計䠅

従業員数 180名

࠙'18/3期末ࠚ

所ᅾ地 熊本県菊池市

南星ἂループの主な商品

林業用ἂラッἩἽ ダム建設用ἃὊἨἽἁἾὊン

暁機工株式会社

部品Ὁ工具販売



国内事業拠点

東京

南星機械／
南星ウインテッ灈
各本社炔熊本営業所

暁機工

熊ߎ空港
阿蘇山

南星機械灉ル炕プ
熊本県拡大図

幌ߏ

盛岡

大阪

名古屋

長野

新潟

広島

四国

ί製造拠点および全国営業ᵏᵎ拠点ὸ

27.7

19.8

5.5
5.0 

15.3

5.3

9 12.4

売上構成比ί'ᵏᵖᵍᵑ期ὸ

※ 2017ᖺ10月～2018ᖺ3月 南星機械䜾䝹䞊䝥売ୖ構成比

林業機械

鉄ᴰｻᴊᴐᴱ

ᴐᴲｰᴵ
そƷ他

暁機工株式会社 単位ك%ق
機械材料や各種機器Ʒ販売

工事そƷ他

ᴑｰﾌᴶᴱᴐᴲｰᴵ

特殊大型ᴋᴊᴵﾁ



�'18/3期末 業績

'ᵏᵖᵍᵑ期末 連結業績ί要点ὸ

�連結売上高ƸᲫᲯᲭ億９９百万όᲢ＋ᲫᲱ．ᲮᲟᲣ

�経常利益Ƹ、 ᲫᲬ億ᲱᲪ百万όᲢ＋ᲫᲰ．ᲮᲟᲣ

�Ƃ国ϋƃ再開発ȷ建替需要ƕ堅調ưן砕機ȷ油ןȖȬȸǫ共に
販売増加すǔも、木材破砕機Ƹ排Ǭǹ規制影響もあǓ減少
売上高ᲫᲫᲫ億ᲫᲮ百万όᲢ＋Ც．９ᲟᲣ

�Ƃ海外ƃ北米ƷȬンǿȫ需要回復、アǸア代理店拡大、
欧州Ʒ駐נ員事務所開設ư売上ƕ増加し、
売上高ᲬᲱ億ᲯᲬ百万όᲢ＋ᲭᲫ．ᲭᲟᲣ

�Ƃ南星ƃ第Ჭ四半期よǓ連結対象Ʊした南星事業Ƹ、
林業機械、鉄ǹクラッȗ用機械、各種Ǧインチ等Ǜ販売し、
売上高ᲫᲯ億ᲭᲬ百万όᲢᲰヶ月累計Უ

※≋≌内↞前年同期比



売上高 実績ί過去５年間ὸ

0

5,000

10,000

15,000

20,000

4,987 

10,371 

5,707 

11,943 

6,121 

12,043 

6,279 

13,113 

6,742 

15,399 

'14 '15 '16 '17 '18

第2四半期 通期

ك百万円ق

■８期連続増収ك％17.4+ق

■中計通り順調に推移

■南星事業をگQより連結対象に

最高
更新
最高
更新 増 収

�国ϋƸ、主力ן砕機Ƿǧア続伸に加え、油ןȖȬȸǫ戦略商品ƕ好調
但し、環境機械Ƹ排Ǭǹ規制影響によǓ大幅減

�海外Ƹ、北米ȷアǸアȷ欧州Ʒ各地域ư売上増

237 

395 

99 
79 

656 

1,532 

634 

78 

3,113'ᵏᵕᵍᵑ 'ᵏᵖᵍᵑ

ᅽ砕機

䝤䝺䞊䜹

環境機械
䛴䛛み機

▲

▲

'ᵏᵖᵍᵑ期末 売上高増減要因

補財䞉修理 䛭䛾

13,113

15,399

国ϋ 海外

単位ق百万円ك

南星

海外

南星



0

500

1,000

1,500

448 

837 

555 

947 

562 

721 

545 

1,092 

710 

1,270 

'14 '15 '16 '17 '18

第㻞四半期 通期

単位ق百万円ك

過去
最高
過去
最高

経常利益 過去推移ί過去５年間ὸ

■過去最高増益ك％8.0+ق

■海外事業ऋ引続ऌ好調

増 益

�国ϋ粗利Ƹό安によǔ原価率上昇等によǓ横ƹい
�海外粗利Ƹ売上増によǓ引続Ɩ増益
�販管費ƸＭᲠＡ費用ƱƷǕǜ償却費ƕ増加

268
55

38

25
21

56 5

592'ᵏᵕᵍᵑ 'ᵏᵖᵍᵑ

国ෆ粗利

海外粗利
南星経常

䛭䛾

M&A費用
䛾䜜䜣
償却 䜸䜹䝎䜰䝯䝸䜹

経費増

'ᵏᵖᵍᵑ期 経常利益増減要因

1,092

1,270

▲

単位ق百万円ك

▲

▲
▲

▲



特別損失内訳

債務保証損失 ᵏᵏᵕ

貸倒引当繰入額 ᵑᵐ

固定資産除却損 ᵏᵖ

その他 ᵐᵖ

合計 ᵏᵗᵕ

単位ق百万円ك

公募増資ハイライト

■公募増資䛻よ䜚䚸約 㻝㻠億8千万䜢調達

■主䛺使途䛿M&A資金䠄㻝㻟億䠅䚸大型機補修対応䛾Ⅽ䛾設備投資䠄㻡千万䠅䚸
広島営業所兼工場䛾建替等䠄㻡千万䠅

発行株数 ᾀᾀᾄ万株
ίϋ、ＯＡᵏᵓ万株ὸ

手取概算額総額 ᾀ，ᾃᾇᾂ百万ό

増資後発行済株式総数 ᾇ，ᾂᾆᾇ，ᾆ株

増資後資本 ᾁ，ᾁᾁᾀ百万ό
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中⻑期経営計画２قnd५テー४ك

ローজングプছン
كڬڮڬڮ〜８ڭڬڮق
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営業目標 䝖䝸䝥䝹 䛂䠎䛃

䐟 連結売ୖ高 㻞倍㻔㻞㻜㻜億㻕

䐠 主要製品国ෆ䡸ｪ䡭 㻞割䡭䡫䢈䢛

䐡 海外売ୖ高 㻞倍

財務目標 䝖䝸䝥䝹 䛂䠍䠌䛃

䐟 売ୖ高伸び率㻔ᖹ均㻕     㻝㻜％以ୖ

䐠 売ୖ高営業利益率 㻝㻜％以ୖ

䐡 自己資本利益率㻔ROE㻕  㻝㻜％以ୖ

全社目標 䝖䝸䝥䝹 䛂1䛃

䛊一流䛋 一流䛾䝥䝻集団 䛻よ䜛

䛊一級䛋 一級䛾製品䞉サ䞊ビ䝇 䛻よ䜚

䛊一強䛋 業界 䠪䠫．䠍 䛾企業䜾䝹䞊䝥䜢目指す

䝖䝸䝥䝹䛂1䛃䜢目指し䛶䚸2020ᖺ䛻橋䜢䛛け䜛䚹

中長期経営改革䛂䜰䞊䝏2020作戦䛃骨子

䛂䜰䞊䝏2020作戦䛃䠄2015ᖺ度～2020ᖺ度䠅
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中長期経営改革䛂䜰䞊䝏2020作戦䛃進捗状況

中長期経営計画 䜰䞊䝏2020

1st䝇テ䞊䝆䠄2015～17䠅 実績 2nd䝇テ䞊䝆䠄2018～20䠅 中期経営計画

成長＋体制䛵く䜚 更䛺䜛成長＋質䛾改善

15ᖺ度 16ᖺ度 17ᖺ度

12,043

721

13,113

1,092

15,399

1,270

売ୖ高

経常利益

百万 18ᖺ度 19ᖺ度 20ᖺ度

17,500

1,500

18,500

1,700

20,000

2,000

南星ｸ䢚ﾙ䡬䢈䢛䛸䛾
融合→学反応

米䞉欧ᕞ䞉䜰䝆䜰䛾
䠏極体制確立

生 産 体 制 ：主力工場増設

国 ෆ 営 業 ：首都圏拠Ⅼ新設

䡭䢈䡼䡬 䢇䢚䡸䢚ﾈ䡹 ：サ䞊ビ䝇工場体制整備

海 外 展 開：米䞉欧ᕞ拠Ⅼ新設

新規事業展開：南星ｸ䢚ﾙ䡬䢈䢛䛸䛾経営統合

経営基盤強：東証一部ୖ場

国ෆ

働䛝方改革へ䛾取組

海外

経営
基盤

ARCH

2020
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2nd䝇テ䞊䝆䠄2018ᖺ度～20ᖺ度䠅䛾主要施策

国 ෆ
両者䛾強み䜢生䛛し䛯バ䝸ュ䞊䝏䜵䞊ン䛾強や
商品䝷䜲ン䜰䝑䝥䛾充実䛻よ䜚統合効果䜢最大

南星䜾䝹䞊䝥䛸䛾融合→学反応

海 外
米･欧ᕞ･䜰䝆䜰䛾䠏極体制䛾確立

欧ᕞ䛾現地法人䚸東南䜰䝆䜰へ䛾拠Ⅼ設置䛻よ䜚
䠏極体制䜢構築し海外販売体制䜢強

経営基盤
働䛝方改革へ䛾取䜚組み

持続的成長䛸社員満足䛾実現䛾䛯䜑䛂働䛝やすい䚸
働䛝䛯く䛺䜛䚸働䛝䛜い䛾あ䜛会社䛃䜢目指す
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バ䝸ュ䞊䝏䜵䞊ン強 䛭䜜䛮䜜䛾強み䜢生䛛しベ䝇䝖䝥䝷䜽テ䜱䝇䜢選択

南星䜾䝹䞊䝥䛸䛾融合→学反応

䠄ୗ図䛾太枠䛜䛭䜜䛮䜜䛾強み䠅

主力製商品 設計 部材製造 組立

解体

䡭䡼䡫䡽ﾒ䢙ﾄ

環境機械

自社 外注
自社

外注

䠫 Ｅ 䠩

輸入䞉 入䜜

吁
吂
ダ
グ
ル
ー
プ

販売 ｵﾍ゚ ﾚ 䡸ーｮﾝ ﾒﾝﾃﾅﾝ䡹

自
社

ユ
ー
ザ
ー

自社

協力工場

南
星
グ
ル
ー
プ

林業機械

産業機械

䡵 ﾌー䢚 䢕䡴䢖 䢙ー

大型䡯䡮䢙ﾁ

自社 自社

外注

自社

外注

自
社

ユ
ー
ザ
ー

自社

ﾃ䢚 ｨ -䢓䡬

協力工場

ﾕ䡬䡷䢚 䡬

自社

協働䝅䝘䝆䞊
ෆ製体制

外注体制 販売体制 䡭ﾌ䡼䡬体制

ARCH
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林業機械䛾対応力強 林業機械䛿当社グ䝹䞊プ䛷一気通貫䛾対応䛜可能

南星グ䝹䞊プ䛸䛾融合→学反応
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米
欧州

䜸䜹ダアメ䝸䜹本社
䠄䜸䝺䝂ン䠅

䜸ハイ䜸支店

テキ䝃䝇支店
䠄2016年1月開設䠅

ア䝆ア

䜸䝷ンダ駐在員事務所
䠄2017年8月開設䠅

ᣐ点新設を検討

海外３極体制確立

米䞉欧州䞉ア䝆ア䛾３極体制確立

早期現地法人を目指す

３ᣐ点体制䛷䛾䝅ェアᣑ大

国ෆ 海外 米

ア䝆ア

欧州

そ䛾他

2017年度 海外地域別䝅ェア

欧州䞉ア䝆ア䛷䛾ᣐ点推進

82.1%
17.9%

65.8%

24.8%

2%

7.4%
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米䞉欧州䞉ア䝆ア䛾３極体制確立

海外地域別計画
百万

0

1000

2000

3000

4000

5000

15年度
実績

16年度
実績

17年度
実績

18年度
計画

19年度
計画

20年度
計画

米 ア䝆ア 欧州 そ䛾他

2,313 2,095

2,752
3,050

3,500

4,000

1st䡹ﾃ䡬䡸䢚 2nd䡹ﾃ䡬䡸䢚

米

䡭䡸䢚䡭

欧州

倍増目標䛾達成へ
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2018年度 運営方針

３つのＣ
1．CONNECTED 新しいつ峔が峴を峲峴深め、崟ナ崠嵤の⾒え峵化を図峵

2．CHANGE 変化峕対応峃峵ق変わ峵嵣変え峵ك

3．CHALLENGE 志を高く 新峉峕挑戦、峉峊しチェックを怠峳峄
WITH CHECK

融合 化学反応
キ䞊ワ䞊䝗

ARCH

2020
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2018年度 運営方針
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2nd䝇テ䞊䝆䠄2018年度～20年度䠅計数計画

1st䝇テ䞊䝆実績 2nd䝇テ䞊䝆中期経営計画

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

売ୖ高 12,043 13,113 15,399 17,500 18,500 20,000

営業利益 760 1,106 1,195 1,500 1,700 2,000

経常利益 721 1,092 1,270 1,500 1,700 2,000

親会社株主䛻帰属す䜛

当期純利益 438 696 666 930 1,050 1,250

海外売ୖ高 2,313 2,095 2,752 3,050 3,500 4,000

海外売ୖ比率 19.2% 16.0% 17.9% 17.4% 18.9% 20.0%

(百万䠅
業績 ３ヵ年計画
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実績 2nd䝇テ䞊䝆中期経営計画

17年度 計画比 18年度 計画比 19年度 計画比 20年度 計画比

売ୖ高 15,399
＋1,399

+399
17,500

＋2,500

+1,000
18,500

＋2,500

+500
20,000

-

0

営業利益 1,195
▲55

▲155
1,500

＋150

▲50
1,750

＋250

0
2.000

-

0

経常利益 1,270
+20

▲80
1,500

＋150

▲50
1,750

＋250

0
2,000

-

0

親会社株主䛻帰属す䜛

当期純利益 666
▲144

▲134
930

+50

▲20
1,050

＋70

0
1,250

-

+50

[計画比] ୖ段：前年ﾛ䡬䢔䢙ｸ䢚ﾌ䢛䢓䢙計画比 䠄’17年作成䠅
ୗ段：当初䡭䡬䡽2020作戦計画比 䠄’15年作成䠅

(百万䠅

業績 ３ヵ年計画䠄計画対比䠅

2nd䝇テ䞊䝆䠄2018年度～20年度䠅計数計画
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目標
1st䝇テ䞊䝆実績 2nd䝇テ䞊䝆中期経営計画

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

売ୖ高
伸び率

10.0% 0.8% 8.9% 17.4% 13.6% 5.7% 8.1%

売ୖ高
営業利益率

10.0% 6.3% 8.4% 7.8% 8.6% 9.2% 10.0%

ＲＯＥ 10.0% 6.5% 9.8% 7.9% 9.5% 9.9% 10.8%

財務目標 ３ヵ年計画

2nd䝇テ䞊䝆䠄2018年度～20年度䠅計数計画

ご清聴ありがとうごằいộẲた

＜注意事項＞

本資料中䛾予想䛿䚸決算発表日現在䛻おい䛶入手

可能䛺情報䛻基䛵䛝作成したも䛾䛷あ䜚ます䚹

実際䛾業績䛿今後種々䛾要因䛻よっ䛶異䛺䜛結果䛸

䛺䜛可能性䛜あ䜚ます䚹


